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簡単！
おいしい！
防災食のコツ
～作って
食べよう防災食～

非
常
時
に
備
え
て
ア
ル
フ
ァ
米
を
用

意
し
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
実
際
に
食
べ
て
み
た
方
は
意
外

と
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

非
常
時
の
料
理
を
研
究
し
て
い
る
市

民
の
森
岡
三
保
子
さ
ん
に
、
お
い
し
く

工
夫
す
る
知
恵
を
お
聞
き
し
ま
す
。
今

回
は
「
ア
ル
フ
ァ
米
を
使
っ
た
五
目
ず

し
」
と
、「
ず
わ
い
ガ
ニ
缶
詰
で
で
き

る
お
吸
い
物
」
を
作
っ
て
試
食
し
ま
す

（
定
員
５０
名
）。

■
避
難
訓
練
も
行
い
ま
す
！

当
日
は
朝
１０
時
ご
ろ
か
ら
、
避
難
訓

練
を
行
い
ま
す
。
図
書
室
や
ロ
ビ
ー
、

各
会
場
を
ご
利
用
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

☎ ０４２-５７２-５１４１
FAX０４２-５７３-０４8０
休館日：毎週月曜日

発行

国立市公民館
〒１8６-０００４
国立市中１-１５-１

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

東日本大震災から２年。大地震や災害への備えを、改めて見直してみま
せんか。日ごろ公民館を利用している方や周辺地域の方々と防災意識の
向上とつながりを強めるため、３つの体験プログラムを行います。申込
み不要です。ぜひお気軽にご参加ください。
（協力　公民館利用者連絡会、くにたち地域外国人のための防災連絡会）

地震だ！
そのときに備えて

～公民館の防災訓練にご参加ください～
とき　３月２３日（土）朝１０時～昼１２時半ごろ
集合　公民館　１階市民交流ロビー

 

公民館に
起震車が
やってくる！
～消火訓練と

地震体験～

都
市
に
お
け
る
地
震
で
は
、
火
災
を

い
か
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
が
被
害

の
状
況
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
立
川
消
防
署
国

立
出
張
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
初
期

消
火
訓
練
と
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

を
行
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
震
災

発
生
直
後
の
行
動
を
考
え
る
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
雨
天
の
際
は
内
容
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

三角巾と
ビニール袋で
とっさの手当て
～応急手当てを

学ぼう～

災
害
時
は
、
病
院
に
た
ど
り
着
く
こ

と
も
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
応
急
手
当
て
が
で
き
た
ら
、
そ
の

後
の
経
過
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
立
赤
十
字
奉
仕
団
の
方
々
に
、
三

角
巾
を
使
っ
た
腕
・
ひ
ざ
・
足
首
の
応

急
手
当
て
を
習
い
ま
す
（
定
員
５０
名
）。

 
 

震度７を体感しよう

（100食）
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避
難
所
や
被
災
地
で
起
き
て
い
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
、
平
時
か
ら
の
シ
ス

テ
ム
構
築
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と

だ
け
で
な
く
、
つ
ら
い
こ
と
を
「
つ
ら

い
」
と
言
え
る
場
の
な
い
つ
ら
さ
も
あ

っ
た
と
竹
信
さ
ん
は
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

■
女
性
支
援
が
果
た
し
た
役
割

し
か
し
今
回
の
震
災
で
は
、
女
性
支

援
の
必
要
性
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

避
難
所
で
の
女
性
相
談
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
一
緒
に
手
芸
を
し
な
が
ら
実
情
の

聞
き
取
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
女
性
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
と
情
報
交
換
も
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
時
か
ら
し
て
お
く
こ
と

今
後
の
震
災
に
対
し
て
私
た
ち
が
平

時
か
ら
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
竹
信
さ
ん
か
ら
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
女
性
有
識
者
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
、
こ
れ
を
も
と
に
自
治
体

の
防
災
会
議
へ
の
女
性
の
参
加
を
求
め

て
い
く
こ
と
や
、
独
自
に
女
性
防
災
会

議
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、

災
害
が
起
き
た
と
き
、
女
性
固
有
の
ニ

ー
ズ
や
支
援
を
求
め
る
た
め
に
も
役
立

竹
信
三
恵
子
さ
ん
に
被
災
地
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
多
く

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
話
の
要
点
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■
被
災
地
や
避
難
所
の
状
況

避
難
所
で
は
授
乳
や
着
替
え
場
所
の

確
保
、
炊
事
分
担
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
自
宅
で
生
活
を
続
け
て
い

る
人
々
の
中
に
は
、
食
事
や
ケ
ア
を
一

手
に
担
っ
た
り
、
Ｄ
Ｖ
に
お
び
え
る
女

性
た
ち
が
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
で
も
、「
報
道

で
は
分
か
ら
な
い
、
表
に
出
て
こ
な
い

話
を
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」「
男
女

共
同
参
画
が
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
シ
ス

テ
ム
化
し
て
い
な
い
と
実
感
し
た
」
と
、

な
か
な
か
届
い
て
こ
な
い
問
題
が
被
災

地
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

〈第１部〉「立川断層の実際」
講　師　山崎　晴雄（首都大学東京）
国立市内を横切る活断層である立川断層について正しく
理解し、備えるべきことは何かを考えます。

〈第２部〉「防災への取組み」
講　師　国立市役所防災課課長
災害発生時の行動や避難所と避難場所の違い、家族との
連絡方法、備蓄品などについて説明します。

〈第３部〉「“自助”と“共助”について」
地震発生時の曜日、時間、天気などを想定し、各自の行
動をシミュレーションするとともに、地域ごとに「地域と
してできることは何か」などを話し合います。

と　き　３月１６日（土）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　定員　５０名（先着順）

講　演　　野元　弘幸（首都大学東京）
　　　　　金子　健太郎（国立市社会福祉協議会）
事例発表　都立第五商業高等学校

ボランティア部の皆さん
手づくりボランティアグループの皆さん

連続講座・最終回になる第７回は、被災地の復興に向け
てボランティアが果たした役割を捉えなおし、復興とまた
次に起こる災害に対して、共に支えあい励ましあえるよう
な市民の知恵を出し合いたいと思います。さまざまなボラ
ンティア活動を推進してきた関係者をお招きします。国立
に暮らす私たちができること、一緒に考えてみませんか。

と　き　３月３０日（土）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　定員　５０名（先着順）
＊連続講座の申込先　公民館☎（５７２）５１４１

つ
と
の
こ
と
で
す
。

「
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
お
く
、
と
い

う
訓
練
準
備
の
必
要
性
や
大
切
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想

●
今
回
の
震
災
か
ら
学
ぶ
こ
と
、
今
後

に
つ
な
ぐ
べ
き
こ
と
の
多
さ
、
多
様

さ
に
気
が
重
く
な
っ
た
。

●
日
々
の
生
活
の
中
で
の
少
数
者
の
尊

重
と
い
う
体
制
が
で
き
て
い
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
の
か
と
感
じ
た
。

●
さ
ら
に
弱
者
で
あ
る
、
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
や
子
ど
も
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
た
の
か
気
に
な
っ
た
。

●
女
性
防
災
会
議
、
国
立
で
も
、
ぜ
ひ

立
ち
上
げ
た
い
で
す
。

【
竹
信
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

和
光
大
学
教
授
、
東
日
本
大
震
災
女
性

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
代
表

第６回 今後の大地震にどう備えるか
～立川断層と防災のコミュニティづくり～

第７回

災害ボランティアの課題と可能性
～くにたち市民にできること～

【シンポジウム】

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
を
館
内
に
掲
示
中

第
２
回　
　

報
告

「
被
災
地
の
見
え
ざ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と

�

そ
の
支
援
」

―
―
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら

講
座「
ポ
ス
ト
３
・
１１
社
会
の
カ
タ
チ
私
た
ち
の
オ
モ
イ
」
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第１回　１２月１日実施
	 「3．１１から歩き、見て、考えたこと」
� 赤坂　憲雄（学習院大学、福島県立博物館館長）
第２回　１２月２２日実施
	 「被災地の見えざるジェンダー問題とその支援」
� 竹信　三恵子　＊右頁上段参照
第３回　１月１９日実施
	 「私たちの社会とエネルギー」
� 相川　高信　　　　＊上段参照
第４回　２月９日実施
� 「放射能の健康リスクと対策を理解する」
� 島田　義也（独立行政法人放射線医学総合研究所）
第５回　２月２４日実施
� 「Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ＆シネマトーク『無常素描』」
� 大宮　浩一（映画監督）　　　
＊残すところ後２回　参加者募集中！

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

製作　南海放送　　監督　伊東英朗
１９５４年アメリカが行った水爆実験によって、日本のマグ
ロ漁船が被曝

ばく

した「第五福竜丸事件」。その陰で、実は多
くの日本の漁船が同じように被曝していた――。８年にわ
たる追跡取材で、次々に明らかになる闇に葬られた真実。
そして、たどり着いた“機密文書”の存在とは。昨年１月
に放送され反響を呼んだＴＶドキュメンタリーに、新たな
映像を加え映画化した衝撃作。

《シネマトーク》「放射線を浴びたＸ年後を考える」�

　　　お話　伊東　英朗（映画監督）

と　き　３月２４日（日）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

８
０
０
Ｗ
は
使
わ
れ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。「
こ
の
ム
ダ
を
減
ら
す
こ
と
が
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
と

理
解
し
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

■
海
外
の
事
例
よ
り

ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
な
ど
海
外
の
政
策

や
取
組
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

人
が
出
し
て
い
る
熱
な
ど
を
利
用
し
て
、

そ
の
熱
を
外
に
逃
が
さ
ず
活
用
す
る
こ

と
で
暖
房
が
な
い
家
が
あ
り
、Zero-

Energy-Building

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
わ
な
い
建
物
）
が
登
場
し
て
い
る
そ

う
で
す
。参
加
者
は
、驚
き
感
激
す
る
人

が
い
る
一
方
、
気
候
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
お
か
れ
た
条
件
の
違
い
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
感
想

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
側
と
作
る
側
、

両
面
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。

●
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
背

景
や
歴
史
を
知
り
、
ど
ん
な
社
会
に

な
っ
て
欲
し
い
か
よ
く
考
え
行
動
に

移
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
相
川
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
株
式
会
社　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
部　

副
主
任
研
究
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…

＊
第
１
回
の
講
演
要
旨
は
２
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

て
使
っ
て
い
ま
す
。
変
換
す
る
こ
と
で

生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
（
浪
費
）

を
い
か
に
減
ら
す
か
が
課
題
で
す
。
参

加
者
か
ら
も
「
節
電
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
熱
ロ
ス
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
の

努
力
は
今
後
、
個
人
・
企
業
が
最
も
力

点
を
置
く
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

■
人
間
の�

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
量
は
…
？

人
間
も
一
日
に
食
べ
る
カ
ロ
リ
ー
か

ら
計
算
す
る
と
一
秒
に
１００
Ｗ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
参
加
者
も

「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」。
現
代
日
本
人
一

人
当
た
り
の
１
秒
間
の
平
均
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
量
は
５
５
０
０
Ｗ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
は
３
７
０
０
Ｗ
。
差
引
き
１

震
災
後
、
原
子
力
発
電
の
影
響
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が

増
え
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
第
３

回
で
は
、
相
川
高
信
さ
ん
に
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
暮
ら
し
に

つ
い
て
海
外
の
事
例
、
被
災
地
で
の
取

り
組
み
も
交
え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■
需
要
と
供
給

私
た
ち
が
ど
の
く
ら
い
、
ど
の
よ
う

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
き
た
か
と
い

う
歴
史
と
、
電
力
会
社
の
変
遷
に
つ
い

て
整
理
し
ま
し
た
。

■
熱
→
電
気
→
熱
⁉

家
庭
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
と
き
、

暖
房
や
給
湯
な
ど
熱
と
し
て
使
う
も
の

が
６
割
だ
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
は
火

力
や
原
子
力
な
ど
熱
で
発
電
し
た
も
の

を
電
気
に
変
換
し
運
搬
し
、
熱
に
戻
し

第
３
回　
　

報
告

「
私
た
ち
の
社
会
と

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

―
―
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら

講
座「
ポ
ス
ト
３
・
１１
社
会
の
カ
タ
チ
私
た
ち
の
オ
モ
イ
」

ク
イ
ズ
を
交
え
て
解
説
す
る
相
川
さ
ん

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館シネマトーク〉
《シリーズ「ニッポンの記録映画」vol.３６》

『放射線を浴びた［Ⅹ年後］』
２０１２年　カラー　８３分　ＤＶＤ

連続講座実施中！

ポスト「３．１１」
社会のカタチ　私たちのオモイ
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

資料にアクセスしやすい公民館図書室の充実

より広がりのある公民館情報の発信

学びのコミュニティを支援する取り組み

参考図書コーナーが

リニューアル！
公民館図書室では、講座に参加している方や講
座に興味のある方が学びを深められるように、参
考図書コーナーを設けています。
今年度は、より多くの関連図書を、見やすくな
るように工夫しました。また、地域の図書を見つ
けやすくするため、新たに「市民の本」と「くに
たちの作家・山口瞳」の棚も設置しました。今後
もより一層利用しやすくなるよう、整備していき
たいと思います。

アクセスしやすい

サークル情報

公民館の各階の階段の壁に、市内で活動してい
る団体を紹介するコーナーを作りました。「サー
クル活動に参加したい」、「どんな団体があるのか
知りたい」という方にご案内しています。紹介シ
ートを一覧にしたファイルを、２階事務室でも閲
覧できます。
「活動を紹介したい」、「メンバーを募集した
い」というグループを引き続き募集しています。
公民館までお問合せください。

「公民館だより」を

ホームページに掲載！
毎月５日発行の「公民館だより」を、市のホー

ムページでも見られるようにしました。バックナ
ンバーも掲載しています。
「国立市公式ホームページ」のトップページ右
側のメニューから、公民館のページにアクセスで
きます。

地域に飛び出す公民館

文化祭で広がる交流の輪

昨年度に引き続き、公民館から飛び出して南部
地域、北地域で講座を開催しています。今年度は
地域の団体と連携して、新たに子ども向け事業を
行いました。
例えば、南市民プラザでは「国立★ヤッホーひ
ろば」と万華鏡作り講座を実施しました（写真）。
北福祉館では北福祉館運営委員会と北二丁目みど
り会、第四小学校の協力を得て、盆太鼓の体験講
座を開催中です。

秋の市民文化祭は、市民が主体となって日ごろ
の文化芸術活動を発表する場です。今年度は、新
たに若い皆さんの団体も加わりました。
事前に開催した文化祭プレ展示では、参加団体

の皆さんが交替で来場者を案内し、展示に活気が
出るとともに、団体間の交流も深まりました。
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

会場申込みに市民の声を反映

公民館では、会場を利用しやすくするために会
場調整会を毎月開催しています。
利用者アンケートや話し合いを行い、昨年４月
に以下の変更を行いました。
年配の方や小さいお子さんをお持ちの方からの
声を反映し、調整会の開催時間を土曜の朝に変
更。また、調整終了後すぐに本申込手続きができ
るようにしました。その結果手続が効率化され、
参加団体も大幅に増えました。

市民と一緒に緑化作業

市民ボランティアの協力のもと、昨年４月から
公民館敷地内の緑の整備を進めています。植木、
グリーンカーテンなどの手入れに加え、ボランテ
ィアの皆さんの提案でプランターに花を植えるな
どの作業も行っています。
作業開始から約１年がたち、少しずつきれいに

なってきました。現在、春に向けて準備をすすめ
ています。
これからも引

き続き月２、３
回のペースで作
業をしていきま
す。

地域課題・生活課題へ
新しいアプローチの試行

より快適に、利用しやすい
施設の環境整備

地域の「絆」をつむぐ

超高齢社会に向かう現在、関係が希薄化した地
域に「つながり」が取り戻されることが期待され
ています。そこで、講座「高齢社会を支える地域
の『絆』づくり」を、高齢者支援課と共催で始め
ました。
高齢者支援課が把握している市内の具体的な事
例をもとに、そこに隠されている課題に対して同
じ地域に暮らす私たちはどう解決していくことが
できるのか、グループで話し合いました。
具体的な事例の提示があったことで、よりリア
リティのある話し合いができ、また自分に引きつ
けて考える機会になりました。地域の「絆」づく
りに向けて、継続して実施していきます。

働きざかりの男性が学ぶ！

公民館では、これまであまり積極的に公民館活
動に参加してこなかった中間年齢層（２０～５０代）
の男性に向けて、「男性のライフとワークの見直
し講座」（全６回）を実施しています。
このシリーズは２年目ですが、２０～４０代の男性

を中心に自らの生き方を見つめる学びが広がって
います。「イクメン」ブームもありますが、男性
自身も仕事だけではなく、家庭や地域、生活に目
を向ける時代になりました。
来年度も引き続き、角度を変えながら男性対象

の講座を開催する予定です。

介護の困難を超えてつながる

講座「介護短歌、はじめませんか」では、介護
する人、される人がその体験や思いや気持ちを短
歌の中に表現し、それを皆さんと話しながら共有
しました。終了後は作品展を行い、地域の方にも
思いを共有してもらいました。
高齢化や孤独死などが話題になる社会で、介護

に関わる人の小さな支えになって、地域の中に思
いやりの輪が広がればと思います。

みんなで学ぶ・みんながいきる公民館
―２４年度重点目標への取り組み―

公民館では、平成２４年度当初に重点的に取り組む５つの目標を設定し、

さまざまな試みを始めました。その実施内容の一部を報告します。
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今、コミュニティづくりのために、市民が連携して地域
課題の解決に取り組むことが求められています。
そのために、公民館はどんな役割が果たせるのか。公民

館の政策づくりに関わる伊藤さんを交え、まちづくりに携
わる市民の皆さんのお話から一緒に考えます。

●第１部　講演「地域コラボレーションの時代」

	 　伊藤　学
がく

司
じ

（文部科学省生涯学習政策局�
� 社会教育課長）
●第２部　シンポジウム「未来の公民館を創る人たち」
事例①「個人の可能性を引き出す」

	 平岡　恵美子（「はたらく美術大学」参加者）

事例②「企画とチームを育てる」
	 間瀬　英一郎（国立市NPO育成支援事業協議会）

事例③「共生のコミュニティをつくる」
	 山崎　由紀子（外国人のための防災連絡会）

事例④「高齢化問題に挑戦する」
	 長

なが

藤
とう

　哲夫（「くにたち地域活動入門」参加者）

と　き　３月１２日（火）
	 　　夜７時１5分～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　６０名＊ご自由においでください。
＊この講座は公民館運営審議会委員との共同企画です。

大震災後、エネルギーについて身近に考える人が増えた
のではないでしょうか。とりわけ原子力発電については健
康への被害の心配から注目されています。しかし原発に賛
成か反対かと２極化して議論が進められ、どう判断すれば
いいのか分かりづらくなっています。
地震国での原発の危険性、原発の最終処理の問題、再生
可能エネルギーの可能性…。考えなくてはいけないさまざ
まな論点があります。震災から２年たつ今、もう一度エネ
ルギーと原発について情報を整理し、これからの暮らしに
ついて一緒に考えていきましょう。

講　師　橘
きっかわ

川　武
たけ

郎
お

（一橋大学）

と　き　３月２８日（木）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　５０名（先着順）
申込先� ３月７日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

お　話　大
おお

野
の

　哲
てつ

也
や

（桐蔭横浜大学）

バックパッカーと聞くと、低予算で自由気ままに旅行す
る人をイメージするかもしれません。しかし、訪れる国に
よっては伝染病、紛争地域におけるテロなどのさまざまな
リスクを覚悟の上で、各々の人生における自分探しの旅を
する人もいます。
自らも五大陸を自転車で走破し、５年にわたるバックパ

ッカーの経験を持つ大野さんは、著書の中で「バックパッ
キングによって多様なアイデンティティが生み出され、そ
れによって人びとの生も多様化されていく。…多様に分岐
する生のプロセスの総体は、すべてバックパッカー個々人
が主体的かつ身体的に創造したもの」だと著しています。
世界を旅するバックパッカーに自分を重ねながら、人の

生き方やバックパッキングが生み出すものについて、一緒
に考えてみませんか。
〈大野さんの本〉『旅を生きる人びと』（世界思想社）

と　き　３月３０日（土）朝１０時～１２時
ところ　公民館　３階講座室�＊ご自由においでください。

若者のための創作講座「はじめての銅版画―Etching�
Work�Shop―」（２月～３月、全４回）の作品展を行いま
す。にぎやかな雰囲気の中で、一人ひとり個性豊かな作品
ができました。ぜひ見に来てください！

と　き　４月１３日（土）朝９時～２１日（日）夕５時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
問合先� 公民館☎（５７２）５１４１

プレス機を使って、本格的な版画を体験してみません
か？　紙の版（ドライポイントプレート）とプレス機を使
って版画を作ります。紙の版に、線を描いたり、切ったり、は
がしたりして、インクを詰めて刷ると、銅版画のような作
品ができ上がります。時間内にいつでも参加できます。

講　師　山本　佳奈枝（銅版画家）�
　　　　坂田　季代子（絵本作家、銅版画家）

と　き　４月１３日（土）昼１時～４時
（受付は３時まで）

ところ　公民館　１階市民交流ロビー
対　象　小学生以上の方
定　員　２０名程度（当日先着順）
費　用　２００円
持ち物� エプロン、ハガキサイズぐら

いの下絵（なくても可）
※所要時間は１時間程度です。事前申込み不要。ただし、
定員を超えた場合は、締切らせていただきます。

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

 

エネルギーと原発を考える
再生可能エネルギーと省エネの可能性

―プレス機体験ワークショップ―
版画をつくってみよう！

〈図書室のつどい〉

旅を生きる人びと
バックパッカーの人類学

〈公民館・未来夜話〉

地域コラボレーションの時代
「未来の公民館を創る」シンポジウム

「はじめての銅版画」展
同時開催！
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２
月
１２
日
（
火
）
第
４
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１３
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

訂
正
等
、
指
摘
事
項
は
な
し
。

公
民
館
予
算
案
の
説
明

館
長
か
ら
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
質
疑
応
答
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

「
ポ
ス
ト
３
・
１１
」
の
講
演
要
旨
の

記
事
が
よ
か
っ
た
。
編
集
後
記
が
ほ
し

い
等
、
種
々
の
意
見
が
出
た
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

今
期
の
答
申
が
次
回
完
成
予
定
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

２
月
１７
日
（
日
）
午
後
１
時
半
～
４

時
、
第
３
回
委
員
部
会
研
修
会
を
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

の
公
民
館
運
営
」。
場
所
は
国
立
市
公

民
館
。

○
そ
の
他

屋
上
か
ら
地
下
階
ま
で
館
内
施
設
を

見
て
回
っ
た
。

３
月
１２
日
の
社
会
教
育
学
習
会
「
地

域
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
」
に
つ

い
て
。
文
部
科
学
省
・
伊
藤
学
司
氏
の

講
演
と
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
方
々

の
事
例
発
表
を
予
定
。

次
回
の
定
例
会
は
、３
月
１２
日（
火
）

午
後
６
時
～
７
時
１５
分
。
傍
聴
歓
迎
。

そ
の
後
、
午
後
７
時
１５
分
～
９
時
半
に

学
習
会
を
開
催
。（
鮫
島
）

小麦粉やビニール袋など、家庭にあるものを使ってい
ろいろな遊びに挑戦します！　小麦粉では粘土、片栗粉
では手でつかめる不思議な液体を作ります。そしてビニ
ール袋ではロケットや大きな風船を作ります。
親子で遊びながら、身近な素材の不思議を体験しませ

んか？

講　師　山田　修平�
� （ＮＰＯ法人東京学芸大学こども未来研究所）

と　き　３月１６日（土）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
対　象　子ども（３歳～小学生）と保護者
定　員　２０組（先着順）
持ち物　タオル、飲み物、（汚れが気に
� なる方は）エプロン
申込先� ３月６日（水）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
レ
ク
イ
エ
ム
募
集

く
に
た
ち
市
民
合
唱
団
で
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
を
歌
い
た

い
方
を
募
集
中
で
す
。
ゆ
っ
く
り
丁
寧

に
練
習
し
ま
す
。
合
唱
初
心
者
も
ど
う

ぞ
。
秋
に
演
奏
会
を
予
定
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

夜
６
時
半
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

音
楽
練
習
室
他

連
絡
先　

川
上
０８０
（
６６０２
）
７
８
３
４

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
会
員
募
集
Ｋ
Ｒ
Ｐ

１
歳
半
～
３
歳
児
＆
お
母
さ
ん
。
親

子
リ
ト
ミ
ッ
ク
で
心
と
身
体
を
解
放
し

ま
し
ょ
う
。
新
し
い
発
見
と
共
に
才
能

を
引
き
出
し
、
笑
顔
と
共
に
生
活
が
リ

ズ
ミ
ッ
ク
に
変
わ
り
ま
す
。

日
時　

月
曜
日　

昼
２
持
～　

月
３
回

場
所　

南
区
公
会
堂
フ
レ
ス
ポ
ホ
ー
ル

連
絡
先　

榎
本
０９０
（
５３９９
）
９
５
３
０

水
泳
同
好
会
会
員
募
集

厳
し
か
っ
た
冬
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
。

運
動
不
足
気
味
の
体
を
プ
ー
ル
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
レ
ベ
ル

別
に
公
認
コ
ー
チ
が
親
切
に
指
導
し
ま

す
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

石
橋
（
５７７
）
２
６
２
１

北
卓
球
同
好
会
会
員
募
集

明
る
く
楽
し
く
卓
球
を
す
る
会
で
す
。

先
生
は
い
ま
せ
ん
が
、
上
手
な
人
が
や

さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日
夜
７
時
半
～
９
時

場
所　

第
四
小
学
校　

体
育
館

連
絡
先　

高
橋
（
５７２
）
５
８
５
４

還
暦
野
球
の
選
手
募
集

市
内
唯
一
の
還
暦
軟
式
野
球
チ
ー
ム

で
す
。
野
球
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
健
康

の
増
進
を
図
り
楽
し
く
野
球
し
た
い
方

を
募
集
中
。
応
募
者
は
、
ま
ず
練
習
に

ご
参
加
を
。
国
立
フ
レ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
前
中（
練
習
）

場
所　

谷
保
第
三
公
園
野
球
場

連
絡
先　

丸
山
（
５７２
）
０
１
０
６

リ
ト
ミ
ッ
ク　

さ
く
ら
ん
ぼ
リ
ズ
ム

ピ
ア
ノ
の
音
に
触
れ
な
が
ら
、
一
緒

に
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
平
成
２２
年
４
月
２
日
～
２４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
。
見
学
・
体
験

歓
迎
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

火
曜
日
朝
１０
・
１１
時
～
各
４５
分

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

音
楽
練
習
室　

連
絡
先　

富
塚
０９０
（
２７４３
）
０
７
３
０

男
子
成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
募
集

国
立
市
お
よ
び
東
京
都
の
大
会
を
目

指
し
、
練
習
や
練
習
試
合
を
行
っ
て
い

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
愛
好
会
で
す
。
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
緒
に
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。
国
立
カ
ン
ガ
ル
ー

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

第
四
小
学
校

連
絡
先　

川
原
０９０
（
１７０１
）
１
６
４
４

福
祉
会
館
民
謡
サ
ー
ク
ル

全
国
各
地
で
唄
わ
れ
続
け
て
き
た

「
民
謡
」
を
三
味
線
、
尺
八
に
合
わ
せ

て
唄
い
ま
せ
ん
か
。
会
員
資
格
は
福
祉

会
館
「
な
ご
み
」
に
登
録
の
市
内
在
住
、

６０
才
以
上
の
方
。
月
会
費
５００
円
。

日
時　

土
曜
日
昼
１
時
～　

第
５
㈯
休

場
所　

福
祉
会
館　

２
階
大
広
間

連
絡
先　

増
川
０９０
（
６１０４
）
３
４
５
０

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
花
の
ゆ
り
か
ご

楽
し
く
新
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

発
声
で
声
の
響
き
、
高
低
音
の
幅
を
作

り
、
上
手
に
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
発

表
会
に
も
出
ま
す
。
講
師
は
林
こ
ず
え

さ
ん
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

第
一
、
三
木
曜
日　

昼
２
時
～

場
所　

公
民
館　

音
楽
室
（
予
定
）

連
絡
先　

林
０９０
（
８４８６
）
０
６
３
８

初
心
者　

ウ
ク
レ
レ　

参
加
者
募
集

ウ
ク
レ
レ
を
ポ
ロ
ロ
～
ン
と
弾
き
な

が
ら
歌
え
た
ら
、
ス
テ
キ
で
す
ね
！

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
や
い
い

日
旅
立
ち
、
白
い
ブ
ラ
ン
コ
を
練
習
し

て
い
ま
す
。
ハ
ウ
オ
リ

日
時　

第
一
、
三
㈮
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

富
士
見
台
一
丁
目
集
会
所

連
絡
先　

山
下
０９０
（
５２１７
）
０
５
１
４

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

 
暖かな日差しの中で
―谷保天満宮―

撮影　二宮巍
たかし

さん（西）

（８ページにもあります）

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

ぷにゅぷにゅ
� 運動工作あそび

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

!?
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硬
式
テ
ニ
ス
春
季
大
会

男
単
・
複
Ａ
Ｂ
、
女
単
・
複
Ａ
Ｂ
、

男
・
女
壮
年
複
、
家
族
混
合
、
男
女
小

中
学
生
単
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
。
締
切
３
月
２１
日
㈭
。
申
込
先　

サ

ン
ラ
イ
ズ
（
５８０
）
２
４
４
１

日
時　

４
月
１３
日
㈯
～
６
月
２
日
㈰

場
所　

広
場
コ
ー
ト

連
絡
先　

平
田
（
５７４
）
０
５
３
４

春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

参
加
資
格
・
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

ク
ラ
ブ
。
参
加
費
５００
円（
高
校
生
２００
円
）。

中
学
男
女
３
月
２４
日

３１
日
、
一
般
男

女
、
シ
ニ
ア
６
月
９
日

１６
日
。
申
込

締
切
は
中
学
生
３
月
９
日
㈯
、
一
般
男

女
シ
ニ
ア
５
月
２５
日
㈯
。

場
所　

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

加
藤
（
５７２
）
４
７
２
８

第
１７６
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ�

マ
リ
ア
さ
ん
の
ロ
シ
ア
料
理

お
得
意
の
ロ
シ
ア
の
家
庭
料
理
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
材
料
費
８００
円
。

ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
１６
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち
宮み

や
（
５７１
）
１
０
０
７

３
月
４
日
（
月
）
～
７
日
（
木
）

本
の
点
検
・
整
理
の
た
め
休
室
し
ま

す
。 公

民
館
図
書
室�

�

休
室
の
お
し
ら
せ

や
っ
ぱ
り
節
電
！

暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
節
電
＆
エ
コ

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
ま
し
ょ
う
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
被
災
地

の
現
状
の
お
話
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
体

験
談
も
あ
り
ま
す
。
資
料
代
５００
円
。

日
時　

３
月
１０
日
㈰
昼
２
時
～
３
時
半

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ（
５７３
）４
０
１
０

デ
ジ
タ
ル
写
楽
写
真
展

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
中
高
年
の
写
真

ク
ラ
ブ
で
す
。
昭
和
記
念
公
園
な
ど
近

隣
の
景
勝
地
・
催
し
物
な
ど
を
撮
影
し

て
い
ま
す
。
写
真
展
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
１０
日
㈰
～
１７
日
㈰

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

永
野
０９０
（
７４２３
）
３
９
２
７

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
歌
手
の
山
之
内
重

美
さ
ん
で
す
。
ゲ
ス
ト
演
奏
の
ほ
か
、

参
加
者
全
員
で
ロ
シ
ア
の
歌
を
歌
い
ま

す
。
見
や
す
い
カ
ナ
付
き
の
楽
譜
あ
り
。

資
料
代
５００
円
。

日
時　

３
月
３１
日
㈰
昼
３
時
～
４
時
半

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

大
貫
（
５７２
）
５
２
１
４

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
く
に
た
ち

親
子
野
球
教
室
参
加
者
募
集

幼
児
と
小
学
１
・
２
年
生
を
対
象
と

し
た
親
子
野
球
教
室
を
開
催
。
参
加
費

無
料
。
定
員
は
親
子
６０
組
。
３
月
１１
日

締
切
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
１７
日
㈰
朝
１０
時
～
１１
時
半

場
所　

東
京
女
子
体
育
大
学

連
絡
先　

伊
藤
０８０
（
８４８０
）
１
４
５
８

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

１２日（火）夜＊公民館・未来夜話	
「地域コラボレーションの時代」

１６日（土）朝　親子で遊ぼう・考えよう	
「ぷにゅぷにゅ運動工作あそび」

１６日（土）昼　ポスト３．１１社会のカタチ私たちのオモイ
「今後の大震災にどう備えるか」

２３日（土）朝　公民館防災訓練
２４日（日）昼＊C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　公民館シネマトーク	
『放射線を浴びた［Ⅹ年後］』

２８日（木）夜　エネルギーと原発を考える
３０日（土）朝＊図書室のつどい「旅を生きる人びと　
	 　　　　バックパッカーの人類学」
３０日（土）昼　ポスト３．１１社会のカタチ私たちのオモイ

「災害ボランティアの課題と可能性」
４月１３日（土）～２１日（日）	

＊「はじめての銅版画」展
１３日（土）昼＊「版画をつくってみよう！」

今月の公民館（３月、４月上）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
５
8
〉�

ち
え
の
わ

長
し
合
う
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

毎
回
の
テ
ー
マ
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
用

意
し
た
り
、
前
半
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の

中
か
ら
見
つ
け
ま
す
。
ま
た
新
聞
の
切

り
抜
き
や
、
Ｔ
Ｖ
か
ら
の
情
報
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
充
実
し
た
時
間
を
持
と
う
、

と
い
う
の
が
共
通
し
た
考
え
方
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
２
人
ず
つ
１
ヶ
月
交
替

に
す
る
こ
と
。
ま
た
情
報
の
共
有
・
連

絡
方
法
な
ど
、
細
か
い
こ
と
ま
で
発
足

時
に
充
分
に
話
し
合
い
、
確
立
で
き
た

の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

教
師
や
看
護
師
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

職
種
の
経
験
者
の
集
ま
り
な
の
で
、
別

の
角
度
か
ら
の
意
見
が
聞
け
て
と
て
も

心
強
い
で
す
」

こ
れ
ま
で
に
、「
保
険
の
し
く
み
」、

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」、「
救
急
法
訓
練
」

な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

多
方
面
の
勉
強
を
続
け
、
頼
も
し
く

て
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
女
性
た
ち
。

若
い
世
代
の
人
た
ち
が
、
問
題
意
識
を

持
ち
真
剣
に
生
活
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
未
来
の
明
る
さ
を
予
感
し
た
す
て

き
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

３０
数
年
前
、
息
子
た
ち
が
公
民
館
保

育
室
に
お
世
話
に
な
り
、「
婦
人
体
操

の
会
」
に
通
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
の
取
材
で
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
へ
。

〈
文
・
写
真　

小
原
正
子
〉

２
０
１
０
年
５
月
～
１２
月
ま
で
開
か

れ
た
公
民
館
事
業
「
女
性
の
生
き
か
た

を
考
え
る
」
で
勉
強
さ
れ
た
方
々
が
、

講
座
終
了
直
後
に
作
っ
た
自
主
グ
ル
ー

プ
で
す
。
公
民
館
保
育
室
に
子
ど
も
を

あ
ず
け
な
が
ら
、
親
子
共
に
成
長
を
続

け
て
い
る
３０
代
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち

で
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
７
人
で
す
。

名
前
の
由
来
は
、
講
師
の
中
澤
智
惠

さ
ん
の
お
名
前
と
、
皆
で
「
知
恵
」
を

出
し
合
う
「
輪
」
と
「
和
」
の
思
い
か

ら
「
ち
え
の
わ
」
に
な
り
ま
し
た
。

１
月
半
ば
の
金
曜
日
、
公
民
館
実
習

室
で
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
生
き
方
の
幅
を
広
げ
、
互
い
に
成

ひ
ろ
ば

（
7
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

真剣な話題も和やかに


